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４ 地域づくりの進め方                          １９ 
（１）住民参加の地域づくり                     
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（補足説明－１ ） 
 適正な土地利用に向けて ２９ 
（１）小笠原の土地問題を認識する 
（２）国公有地の有効利用を考える 
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（補足説明－２） 
 景観の創出と保全、誘導のポイント ３１ 
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